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T 細胞には、Th1, Th2, Th17, Treg のサブセットがあり、それぞれに特徴的なサイト
カインを分泌する。そこで本研究では、潜伏期抗原を含む多種類の結核関連抗原に反
応する血中 CD4 陽性 T 細胞サブセットを、サイトカインプロファイルを調べる事に





国立病院機構東京病院で喀痰培養または PCR で診断された結核発病患者 7 人（治療
中 2 人、治療後 5 人）と、患者との濃厚接触者で IGRAs（クオンティフェロン）が
陽性となった潜伏感染者 5 人を結核感染者群とした。コントロールは結核既往がない





各種抗原に対する CD4 陽性 T 細胞反応を調べた。 
 
結   果 
 
結核感染者群において、潜伏期関連抗原を含む全種の抗原刺激で無刺激に比べ IFN-
γ産生 CD4 陽性 T 細胞の有意な上昇が認められたが、健常者群においては、いずれ




HBHA、MDP-1 に対する IL-17 産生 CD4 陽性 T 細胞の反応も発病患者群で有意に
高かった。なお、Acr に対する IL-10 の反応は治療後ではみられなくなった。 
 
考   察 
 
本研究により、結核感染者群においては、ESAT-6/CFP-10 に加え潜伏期関連抗原に
対しても反応する CD4 陽性 T 細胞を有することが明らかになった。また、各種結核
関連抗原とサイトカインプロファイルを組み合わせる事により、結核発病患者群にい
くつかの特徴的な CD4 陽性 T 細胞反応があることが示唆された。本研究の限界はサ
ンプル数であるが、さらに多くの臨床症例でデータを蓄積する事により結核発症前診
断に繋がる知見が得られることが期待される。 
